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令和8年産「ゆめかおり」栽培講習会を開催

県西地域を中心にパン用小麦「ゆめかおり」を栽培する「茨城パン小麦栽培研究会」は、きめ細か
な肥培管理により、実需者ニーズに合った高品質な小麦づくりを実践しています。
「ゆめかおり」の生産規模の拡大と品質維持に向け、10月22日（水）に「茨城パン小麦栽培研究
会」と共催で令和8年産に向けた栽培講習会を開催し、生産者22名及び関係機関等18名の合計40名
が参加しました。

始めに、当普及センターから令和7年産の収量及び品質について説明しました。初期生育は低温乾
燥により控えめでしたが、生育後半は高温で推移したことで例年並みの生育となり、契約数量及びタ
ンパク基準値を今年も達成することが出来ました。

次に、静岡県農林技術研究所からオンラインにてネズミ
ムギの生態及び防除対策について、結城普及センターから
ザルビオフィールドマネージャーの活用方法について情報
提供がありました。管内でもネズミムギの発生が増加傾向
にあり、生産者の反応や質疑応答の様子から関心の高さが
うかがえました。

最後に、優良生産者の栽培事例を参加者に共有し、栽培
技術の向上に加え、高品質生産に対する意識向上につなげ
ることが出来ました。

普及センターでは、「ゆめかおり」の高品質安定生産を
目指して、引き続き支援に取り組んでいきます。

県西フローリスツが花育活動を実施しました✿

県西地域の花き生産者14名で構成された「県西フローリス
ツ」は、技術向上のための現地検討会や販路拡大のための市場
での展示会、イベントでの直売会などの活動をしています。

今回は、幼少期から土や植物に触れて欲しい、花や植物に興
味を持ってほしいという会員の思いから、11月6日（木）に
坂東市内の２か所のこども園にて花育活動を実施しました。当
日は合計約150名の園児が参加しました。園児は好きな色の
ビオラを２鉢選んで、花壇やプランターに植えました。県西フ
ローリスツメンバーは園児の作業をサポートしたり、花の特徴
や水やりの方法について説明を行いました。今後、花壇のビオ
ラは園児が日替わりで水やりを行いながら管理し、また、プラ
ンターに植えたビオラは自宅に持ち帰り、親子で観賞するとの
ことです。

県西フローリスツは、園児への花育活動を通じ、親子で花を
観賞する機会を提供するとともに、将来の消費者や花に関係す
る仕事に就く人を増やしていきたいという思いから、今後もこ
のような機会を大切にしたいと考えています。

普及センターでは、関係機関と連携して、花き生産者の技術
向上、花きの消費拡大の取組を支援してまいります。



12月は、10日（水）、24（水）の

2回の予定です。

・個人の農家の方が対象です。
・１回の診断で５０点までの分析となります。超えた場合には

次回の診断となります。
・受け付けは前日まで可能ですが先着順となりますので、お早

めにお持ちください。電話等での予約は行っておりません。
・１人あたり５点以内の持ち込みでお願いします。
・土は乾燥させてから、持ち込みをお願いします。

12月の土壌診断実施日のお知らせ 編集後記
夏が終わったと思ったら、秋が一瞬

で終わってしまい、残念に思っている

今日この頃です。秋になったらハオル

チアの植え替えを行おうと思っていま

したが、朝寒すぎて躊躇してしまいま

す。そんなこんなですが、今年こそは

うまく冬越しして、春暖かくなってか

らの成長を楽しみたいです。（阿武）

経営改善に向けて、生産コストを把握しましょう

坂東市４Hクラブが野菜販売を行いました

11月９日（日）、「坂東市４Hクラブ」が、第5２回将門まつりにて野菜直売活動を行いました。

４Hクラブは、「自分たちの栽培した野菜の販売を通じて、坂東市の農産物の魅力を広く発信するこ

と」を目的として参加しています。今年は、ハクサイやホウレンソウ、キャベツなど1８品目の野菜

を販売しました。その中でもパクチーがいち早く売り切れとなりました。

当日は、雨が降る寒空の下での販売会となりましたが、地元の方や同時開催された第35回将門

ハーフマラソンに参加したランナーの方々にも立ち寄っていただき、用意した野菜は完売しました。

普及センターではこれからも、若手後継者自らの活動と地域の特色ある農業を支援していきます。

より詳細に把握したい場合は、
普及センターまでご相談ください。

・取引先との販売交渉の材料
になる！

・直売等、自ら価格設定を行
う際の根拠になる！

・コスト削減の手がかりにな
る！

品目別原価の概算値を簡易に把握できる
オンラインシステムの活用 ー農林水産省ー
※個人情報は登録不要で利用できます。

メリット

決算書（青色申告など）に記載された金額と、品目ごとの割合を入力
することで、品目別の生産原価の概算値や経費の内訳が把握できます。

農畜産物生産原価
概算システム

で検索


